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寄生線虫類感染幼虫の生態に関する研究

c 3) 検使材料の保存条件が培養成績に及ぼす影響について

白坂 竜 旗

東京大学伝染病研究所寄生虫研究部

（部長長谷川秀治教授指導佐々学助教授）

（昭和 33年 8月28日受領）

特 別 掲 裁

まえがき

寄生虫の集団検診にあたっては，これまで11'I接塗抹訟

や浮瀧集卵法などが主として実胞されていたが，近年は

試験管培養法がとくに鈎虫到の検出に鋭敏で，しかもヅ

ピニ鈎虫，アメリカ鈎虫，毛様線虫，j翼線虫などの判別

が確実に行い得るので一部において，重要視されるに到

った。とくに当研究室においてはその j≫,Z術面に改良を

加え，これまで約7万人に述する集団検診に応用して好

成績売収めた（佐々ら ：1957,'58）。

試験管培養法の原理はIJfJ報にのべえように，一定琶の

使を細長い穂紙片の凡そ 2んの面に｝ねってこ jl fと試験管

中に挿入し，水を少量加えてi!IR紙面を湿し，適協におく

とこれら線虫の卵がかえって rhabditis型幼虫となり，

さ与に 日aria型幼虫にまで発育して後， 水「＼1に説1111す

るので，とれを検出しようとすゐものである。従って，

従来の検便法と異って卵が生きていなければならず，そ

の為；こは採便後の保帯条件が111要な意義をもつものであ

る。

他面において，我々は九州，北海道などの炭鉱従業員

の検使にあたって，（更を東京の研究室に輸送する万法を

採用し，能率を上げた。このように長距離輸送を行うさ

いには，少くも 3日後，長いときは 1週間後に検便を行

うととになる。との様な際に，鈎虫卵などの死滅を防ぐ

ためにどの様な容搭，温度，湿度に保つ之らよいかも知

る必要がある。との研究はj昔持法の基礎とl'.'i:Gぺきとれ

らの諸問題を解明し，併せて鈎虫知などの幼虫の生態の

一面を明らかにしようと試五／たものであ乙。

RYUKOH SHIRASAKA ・ Studies on the bionomics 

of infective larvae of parasitic nematodes (3) The 

relationship between the storage conditions of fe-

cal samples and the larval developments in恰st・

tube cultivation (Department of Parasitology, lnsti-

-tute for Infectious Disease, University of Tokyo) 

なお，鈎虫類の卵叉は幼虫の各温度ないし湿度に対す

る抵抗性を生物学的な凡地から研究した報告には近年に

も，富士田 （1951），小村；（1951），福木（1955），飯島（19

53），浜田 （1953）などの日f究があるが，一定の規路のも

とに集団検診を行うにあたって，とくに ζ れら条件の

培養成績に及ぼす~i科についてヅピニ鈎虫， アメリカ鈎

虫，東洋毛様線虫の 3種主向。環境において比較し，その

至適条件を究明した研究はこれまで発表されていなし、。

実験成績

材料は採使l立後の新鮮使て， ヅピニ鈎虫 A.d.，アメ

リカ鈎虫 N.a.，東洋毛様線虫 T.o.，それぞれ単独に合む

ものをえらんで使用した。培養法の技術は！日報〈第2

報〉にのべた通りて、ある。保存実験の容器としては，従

来からしばしば検使；こ用いらjしているマッチ箱 c3.5× 

5.5× 1.8 cm）と可研究室の検使に使用している30g 

入り軟膏缶 C1u径 4.5, 高さ 1.5cm，円形フタっき〉

とを使用して比較し足。

1. 乾燥の影響使が色々な条件下て乾燥にあった場

合に，各種線虫の培養成績にどのような影響がムられる

かをしらべたものである。 1足は割箸て、20分間充牙に鋭搾

して虫卵の分市を均等にした上て約10gづ）..J欧宵缶に入

れたものと，使の 0.3gをi店、紙片にぬり，とJ.lを4つ折

りにして 3枚分を 1個のマッチ箱に収めたものを作っ

た。後者は従来の検i史上においてマッチ箱企使用しだ際

に普通にみられる状態士偵しえものであり，直接にマッ

チ綿巳とると，乾燥して泌紙にぬれなくなるので予めぬ

つえものを作ったわけて、まラる。湿度の調節にはガラス製

のデシケータ ーのj氏に水（約 100%），及び BaCl2（約

90%), NaCl （約75 ~o) , K2C03 （約42%）の飽和溶液を

それぞれ入れたとのを作り，との各々に 6個づ〉の缶及

びマッチ~~nを入~l, 25℃の111温室に保存しJで。

ζ れらの材料は 111, 2日， 4日， 8日，12円， 16日

後にそ｝，］，ぞJL一部をとり 11¥して同一条件て 8本づつの試
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採便容器の差による各湿度に於ける保存日数培養後の検出幼虫数
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第 1図 各湿度に保存せる便を培養した時の保存日数と検出幼虫数

（実線：金属缶，点線：マッチ箱） 25°C保存
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l験管：こ入札て25°Cて培養し， 10円後に群出した幼虫の数

及び種類を判定した〈第1表，第1図〉。図表巾の数字

は3本の幼虫数を合計したものである。

こ札をみると，金属缶及川マッチ箱とも，各種類につ

いて保存日数が長くなるほど海山幼虫数が減少して来

る。これには，温度と湿度の両要因が影響し，乾燥の著

しいほど減少が早いが，たとえ湿度を飽和させても，25

ocにおいては保存中に卵ないしこれから卵予化した幼虫が

死滅するととを示している。との成績を容器の差，湿度

の差，線虫の種類の差の 3つの面から解析してみると次

のようになる。

弘 容器による差 金属缶はふたがほ三密閉されてい

るので，マ ッチ箱に比し乾燥をうけ難く，低湿の影響が

それ程著明てないがマッチ符ては低湿度におくと次第に

カラカラに乾燥し，虫卵の一部も死滅して来る。第1図

についてこれを見ると，たとえば N.a.ては第1日目か

らどの段階の湿度でもマッチ符の方が抗出数が少く ，と

くに低湿の場合にはその差が著しい。 4口後にはマッチ

箱てはどく少数が生存するのみであり， 8日後になると

マッチ箱ては湿度がほとんど 100%でない限り陰性とな

ってい乙が，金属缶ては 8日後でもどの湿度においても

かなり多数が生存している。しかし12円以後になると，

たとえ乾燥を防いだ条件において毛幼虫の発現は認めら

れなくなった。

ヅピニ鈎虫においては，湿度約 100%と約90%の場合

には缶とマッチ箱の差はほとんど去られなかったが，約

75%と約42%の場合にはマッチ符のものは缶に保存した

場合に比べて初日からや〉幼虫数が少く，やはり金属缶

の方が保存によいことが示された。しかし東洋毛様線虫

の場合は乾燥に抵抗が強く，容器による差，及び低湿の

影響は前 2者に比して軽微であった。

即ち，便の保存容器としてはマッチ箱より金属缶の方

がとくに低湿の場合にすぐれており，そも影響はアメ リ

カ鈎虫の場合に最も著しく，東洋毛様線虫ては比較的少

ないことが認められた。

b. 湿度による差 前述した成績によって，マッテ京討

を用いた場合には，保存日数の長くなる程高湿の方が低

湿より幼虫滋山数が多いζ とが示されている。とくにア

メリカ鈎虫の 2日後の成績， ヅピニ鈎虫の 4日以後の

成績にはをの差が著しい。しかし，毛様線虫ては比較的

その差が少なかった。 8種のうち，アメリカ鈎虫は25°C

においても高湿ならばかなり長く生存するものが多いの

で，湿度の幼虫瀞出数に及ぼす影響が最も著明にみられ

71 

たのは興味深い。また，アメリカ鈎虫については同じ湿

度条件においても，金属缶の方がマッチ箱よりも総じて

好成蹟が得らjl だことは，乾燥の程度の差によるものと

推定される。

要するに，f史の保存にはなるべく高湿におき，乾燥を

防ぐ条件に保っととが望ましい事が示された。

c. 線虫の種による差 こ〉に供試した 8種のうち，

T.o.は容器の差及び湿度の差が幼虫滋出数に及：ごす膨

響が最も少し乾燥に強い抵抗をもっ事を示している。

また，金属缶；こ収めた場合，或はマッチ箱に入れても湿

度を飽和に近くした場合には16日えってもなお幼虫の排

出がみられた。とれに反し， A.d.てはとくにタ卜界湿度

の影響が大きく，また N.a.ては容器の差による影響が

著明て，共；こ乾燥に弱いことが認められる。 A.d.は高

湿におき，乾燥を防ぐと16日後で£少数は生存したが，

N.a.は低湿で 4日後には全滅し，高湿においても25°C

においては12日後に全滅することが示された。

即ち， 25°Cの環境においては， N.a.は最も乾燥及ぴ

保存It寺｜出の影響を受け易く， A.d.も乾燥に弱いが，T.o.

になると向条件に対し最も抵抗が強いことを見出した。

2. 温度の影響便を保存する場合，どのような温度

においたらとれら 3種の線虫の培長成績に最良の結果

が得られるかを知るためにとの実験を行った。材料は

A.d., N.a., T.o.の虫卵をそれぞれ単独に保存する排便

後一日以内の新鮮民を用い，とれを約20gづ、つ30g入り

軟骨缶に入札， jまに水を入れて湿度を飽和に近くしたテ、

シケータ」用カ、ラス器内にと ~lを同納し， 25°C （恒温室〉，

室温（最高18℃，最低 8°C，平均13°C),o。C及びーl0°C

（冷蔵庫〉にそれぞれ所要日数を保存した後に 0.5gづ〉

をぬった 3本の培養試験管を作って， 25°Cにおいて表示

した日数ごとに16日後まてIL'i現幼虫数をかぞえた。な

お， cのさいに塗抹法lOmgを計量し（18mmカバーグ

ラス 6枚にぬって全視野検鋭〉と飽和食塩水浮説法（使

量を 0.5g計量し小試験管内に入れたものを 2本， 30亦

後に浮排した材料を採取〉を併用し，培養成績と比較し

た。叉各々 8種の材料品こっきス トール法による 1g中の

虫卵数士，:i・測した。なお材料の量が充牙てなかったの，

て，保存j品度は上述の 4階段に止めだ。

第2表は 3種の虫卵を単独にふくむ材料のそれぞれを

25°0，室温（ 8 °0～l8°C), o °C，及び－1Q°Cに1,2少

ム8,16日間保存したものを培養に仕込み，25°Cに16日

間おいえ後の群出幼虫数と，各日数に保存直後に浮説法

及び塗抹法て検出した虫卵数を表示したものである。な

( '11 ) 
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第 2表便材料を各温度に各日数保存したとき の検出数

よ；，~ ヅビニ鈎虫 アメ ロカ鈎虫 毛様線虫
一一一－一一

1日 2日 4日 8日 16日 2日 4日 8日 16日 1日 2日 4日 8日 16日

培養 130 169 707 231 83 473 112 171 。88 171 83 17 。
25C0 浮泊宇 51 48 70 82 29 110 512 298 98 7 6 18 13 3 

塗抹 2 4 。 5 。 9 7 4 3 1 2 1 3 。
培養 429 40 558 373 447 614 151 124 143 119 162 140 165 50 

8～18° 浮説 83 22 39 51 85 163 385 144 180 7 9 14 5 8 
室温 塗抹 2 2 3 7 6 15 5 13 9 1 2 1 1 1 

培養 309 68 244 34 21 30 2 5 。145 150 78 167 118 
oo 浮活字 59 31 57 28 23 58 226 135 153 14 12 10 7 5 

塗抹 2 16 3 8 。10 11 21 3 1 3 1 2 2 
培養 。。。。。。。。。。。。。。

-100 浮訪宇 2 4 1 。。 8 5 4 5 
塗抹 。。。。。 2 5 3 3 

培養 ：便量1本につき 0.3g,3本分，浮遊 ：便量0.5g, 2本分，塗抹 ：便量lOmg.保存 ：薬菅缶
(18mm×18mm×4) 

お，実験に供する促はあらかじめ均等になる様に撹押し，

採取にあってはなる・えく精密に｛更を計量したが， cの種

の検査にはなお実験上の誤差がかなり介入して来た。し

かし，全般的な趨勢は充分に推定し得えものと考える。

a. 各保存温度における培養成績について

第 2表の培養成績だけについてみると，25°Cの保存に

おいては A.d.は昂・1円 130，第四日83とあより差がな

いが，N.a.ては第2日 473に比し第16日o,T.o.も第1

日88，第16日0となり ，保｛f-11数が長くなると出現幼虫

数は著明に減少する。しかし，室温（ 8～l8°C）におい

ては初日と最終日との差がどの種~Itもあまり著明でな

く，どの種類も16円えつ亡宅なおかなりの幼虫瀞出がみ

ら札る。さらに 0℃に下げると保仔経過の長くなるにつ

れ N.a.て最も著しい減少がみられ，2日てすでに約10

5子の 1となり 8日目には全減している。 A.d.は0°Cて、

4日後三ては大し之影響がないが，8円以後には著しく

減少をみた。しかし，T.o.は0℃ に16日おいても全く出

現幼虫数の減少は認められなかっ之。 －10°Cにおいたも

のは 3種とも卵が死滅し－ζ幼虫に発育するものがなく ，

浮説法て見出されえ虫卵も悉く変性していた。即ちこの

3種を通じて最も長期に保存しうる温度は25°Cより10。C

前後が適当であるが，T.o.だけについてはこれより 0℃

近くの方が成績が良く ，凍結温度は 8種とも不適である

ことが示された。

b. 培養成績と浮潜及び塗抹検査成績の比較

便の材料は培養と浮詰まには各 0.5g，塗抹にはlOmg

を用いた。室温第1口の成績で比較すると，A.d.につ

いては培養検出数 429は浮離の83に比べて約 5.2倍，

塗沫の2に比べて約 200倍にも達し，培養法のすぐれて

いることがよく示さjしている。 N.a.についても 614:

163 : 15, T.o.も 119: 7 : 1てζの検出数の差は著し

し、。

しかし，保存条件が各検在法に及ぼす影響はその意義

がみな異る。培養法にあたっては卵またはとれからかえ

った幼虫が生存しているζ とが必要であり，浮説法にあ

たっては卵がたとえ死んでも卵の浮説性さえ保存されて

いればよいが，卵がかえって幼虫となってしまえば検出

し得なくなる。塗抹法は卵または幼虫の形骸さえ残って

いれば良いので，最も影響をうけ難い。

第 2表の浮瀞法の欄をみると，室温ては 3種とも保存

口数による影響はみらjいなし、。 25°Cにおいてもほとんど

影響なく ，16国後，N.a. と 主o.の培養が陰性となって

もなお卵が検山されている。 ζ れは，かなり高温ても大

部分の卵が使中ては僻化せず，死滅後も浮潜能はかなり

よく保たれていることを示す。 0℃においても，保存日

数が長くなると N.a.や A.d.ては培養の成績はおち，

虫卵の死滅を来すことは明らかであるが，浮訴の成績は

16日たっても実質的には変化しないととが示さl.Lた。し

かしー10℃になるとおそらく凍結によって卵殻き破壊さ

れるものが多く ，浮潜成績は著しく低下するが，なお完全

には oにならなかったことは培養と異る。 E日：ち浮治法て
は若干の変性卵が見られた。塗抹法についもほ三近似の
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虫

便材料を各温度に各日数（縦軸）保存せる時の培養日数別（横軸）の幼虫検出数と百分率

線様毛アメリカ鈎虫

2日 4日

ヅビニ鈎虫

第 3表

培養日数

保存温度日数 2日 計

25°C 

8日 12日 16日

0 55.5 23.9 21.6 88 

0 26. 0 44. 1 29 .4 171 

0 9.7 67.5 22.8 83 

35 . 3 23. 5 29 .4 11. 8 17 

0 0 0 0 0 

4日2日

ハU
A
U
A
U
n
U
A
U

計

473 

112 

171 

0 

8日 12日 16日

1.9 0 

1.8 0 

1.8 0 

0 0 

4.5 130匹

1.2 199 0 44.2 53.9 

0 701 0.9 16.2 81.8 

0 231 0.6 7.2 90.4 

0 83 0 0 0 

計8日 12日 16日

1.% 0.7 75.5 19.3 

1.2 0 89.3 8.3 

0.6 76.1 22.6 0.7 

0.9 90.4 8.7 0 

1.2 51.7 4.1 0 

4日

1日

2 

4 

8 

16 

0 0 34.5 31.9 33.6 119 

513 0 0 27 .8 51.8 21.0 162 

151 0 0 48.5 36.4 15.1 140 

124 0 60.0 12.2 14.8 13.0 115 

143 12.0 14.0 30.0 28.0 16.0 50 

0 

0 

1.6 

0 

32. 7 65.8 1.5 

19.6 64.5 15.9 

50. 9 45 . 9 1. 6 

51.8 42.6 5.6 

n
U
A
U
A
U
A
U
 

1.4 428 

5.5 240 

0.6 578 

1.3 373 

0 447 

0.5 91.8 6.3 

0 77.0 17.5 

83 5 13.5 2.4 

81.6 11.8 5.3 

84.9 15.1 0 

n
u
n
u
n
U
A
U
n
u
 

1 
13C0 2 

平均室温 4

{80～18C0) 8 

16 

0 45.5 25.5 29.0 145 

0 22.7 62.6 14.7 150 

0 17.9 70.6 11.5 78 

42.6 11.9 21.6 23.6 167 

0 27.9 45.3 22.8 118 

ハU
凡

U
n
u
n
u
n
u

初

2

5

0

n
u
n
u
n
u
n
v
 

6.7 

0 

0 

0 

0 23.3 70.0 

0 50.0 50.0 

0 0 100.0 

0 0 0 

0.3 81.5 14.2 4.0 303 

0 60.3 32.3 7.4 168 

75.8 22.6 1.6 0 244 

8.8 61.9 29.3 0 34 

14.1 85.9 0 0 21 

ハU
n
u
n
u
n
u
n
u

1

2

4

8

6

 

1
i
 

。。c

件ごとに16n後の総辞i'U数に対する比率（%〉て示し疋

ものである。

25°Cにおいては，各種類とも保存日数が長くなるほど

幼虫の出現数が減少するととは前述した通りであるが，

その出現期日は次第に早くなる傾向がみられた。とれ

は，すでに保存rjlにある程度卵叉は幼虫の発育が玄らJL 

るために，培養に仕込むとすく、に 由aria型にまで発育

するためであろう。叉， N.a.と A.d.については， そ

の幼虫の出現が速かで，12日以後に群出する幼虫はほと

んどないが， T.o.はその洗山がおそし 12円と16日の

間にもなほかなりの類が検出されている。

室温仁平均13°C）の場合には25°Cより発育がおといの

で，それ程顕著ーではないが，やはり各種とも保存口数の

長いほど出現期円が短い傾向がみられた。とくに 工o.

にこの傾向が著しく ，本種が比較的低温てよく発育する

事を示している。

0°Cの場合には保存日数の影響が全く認められないの

は予期通りであった。

まとめ

寄生虫の集団検使，とくに試験管培養法を実施するに

あたって，便を採取してから検査を行うまでの期間，ど

の様な条件に保存したら最良の成讃がえられるか， ま

た，最も長期間保存出来るかを知る／とめにツピニ鈎虫

(A.d.），アメリカ鈎虫 （N.a.），東洋毛様線虫〈主o.）を

各単独に保有せる使を材料として実験を行い，次のよう

傾向が見られ，保存による影響はほとんど認められなか

った。 卵は変性の他， 卵殻の破れたものが認められた。

要するに浮説法や塗抹法はoo～25°Cの範囲の保存に

は培養法に比して成績に影響をうける程度がずっと少な

い事が示された。

c. 線虫の種類による差 保存温度に対する低抗性の

面ても 3種の線虫はそれぞれ特異性がある。 N.a.は最

も弱くて，0°Cに冷すと短時日のうちに死滅するし，25°C

においても16日後には 0となっている。 A.d.は25°Cに

おいても， また 0℃においても N.a.より抵抗性が強

い。主o.は25°Cては A.d.と同程度〈第 1表の成績〉，叉

はこれより弱い（第2表〉が，。。Cては16日においても

全く幼虫滞出数に変化がなく，その卵も低温には 3種の

うちて最も強いことが示された。第1報て述べたように

フイラリヤ型幼虫も T.o.,A.d. N.a.のJI町に低砲に対

する抵抗が強く ，また本種の地理的分布が東北，北海道

の住民に高率で九州に少ないという事実にー辿の以］係が

あるように推定される。

d. 各温度における保存円数と幼虫山現期IIとの｜児

係〈第8表〉 ζ 〉て保存円数というのは，おらかじめ｛更

を缶；こ入れて各温度に放置した口数のことであり，幼虫

出現期日とはとの便を培養；こ仕込んでから試験管底に幼

虫が滋出して来るまでの日数である。第8表は縦軸に各

温度における保存日数をとり，横軸には培養に仕込んで

から何日自に何匹の幼虫が排出したかをしらべて，各条
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なJ；史績を得た。

1. 乾燥は培養成結七次店：ニ低下させる。従って容認

はマッチ箱より金属缶がよく，しかヰ』吋研究室て採用し

一ぃ，：.~ tうえなとべく大形の容尽（30g入軟n；岳－〉に多

’止とった方がよい。保存湿度はほ三 100%, Q0°o, 75 

7ム 42°0の 4 段階にかえて比較してみると向？~：；ど好成

結がf'.J.，ンJLた。

ζ 〉に検討した 3種のう ！＞， T.o.は最主乾燥に強、 ，

A.d.と N.a.は乾燥によ£死滅がとれより ri-~ ：，とく

に N.a.は｛呆イFがきかない（第 1表）

2. ｛百七全五~缶：こ入．湿度モ飽和’こ近くし lご 25 c，室

l/ui( 8～18 c，千均13C), o℃， －10 cの4段附‘こ所定円

数全保仔 L ，こ後之）j吉長成績三 ＇~：：：；， と， A.a., N.a, T.o. 

の 3種先主11：；て最も生存が長いのは室副群てふった。 25

℃におくととれより幼虫i'U現数の減少が判明でわり，

0 cては N.α．とA.d.は宝品Hごl七し減少が早かつえが，

T.o.の弘は16日後；こえってヰ初めとほ三同じ成品＇1であっ

た－ -lOCの群ば 3種と王 1nて全滅じた。即！），一政

的にいって， f更の保存は13c前後か至適て、あζが， T.o.

だJ全保存する目的点、 OC近くが良い（第 2友）

3. 1手説法及び塗抹法：こよそL検出虫卵数は培長法の成

主Iiよくらべて保存回数J'l~短による差はずっと少い。と

くに室温及川OC近くの保がては1611を経過し ζもほと

んど変化をムなかった。また25cに16n保存しえもの 3

種郊とも多数の虫卵浮説がλらjLf史のま〉保1Jえず＇.lば亡

の大部分が瞬化せずにいることが認められた。とくに，

25 c叉は， OC近くに長期日おいて培養陰性となって2

なお一部の虫卵の浮滋能は保之nているととが分った。

しかし， －10~0のような凍結ilui皮になると ， 虫卵の破主主

変性予告明て、， j字詰ま成毛＇l壬・｝干しく低下した。

4. との 3種のうち A.d.は長ふ広汎囲の温度に保イF

し！！｝て， 25Cl6日ても 0Cl6 r. lて、去、なお少数は生名し

た。しかし，低温には 主o.が強し 0℃ては16[J後でも

山刻幼虫数の減少を認みなかっ心。 N.a.は低温てと高

温て主・ごの死滅が最も平方、つえ。

5. （足なわる程度高い温皮；こ保存すると，ζJしを：店長

に仕込んだ後に幼虫が早く If＼現するようにな乙。との傾

向は25℃の方が13c前後よりお：明てある。 0℃；こ保存し

た場合；こは保有日数の長短によるU¥現期日の差は認、心し

れない。 T.o.は A.d.ゴ N.a.にくらべて出現期日が

長期にわたり，まえその発育の至適温度が低いようでゐ
『

名，s

6. 以上の実験を通じ，使を長距離輸送するさい，ま
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たは採｛史後ρ：ちに検3をするととが11＇，来ないような事情の

場合には，容探を金問缶：こして湿気をあええ，乾燥を防

怖にと，気温が13℃前後てあるよ 5なが秋の季節をえら

ぶことなどの点：ご注意をはfぶま，かt・ りの日数モ保存

し得-i,ことが示されJ亡。空た，T.o.,A.d., N.a.の3種の

温度及叩湿度に対する抵抗性の差が；守明て、，T.o.は乾燥

と低温に強く， N.a.；ま最も保存がきかたいことを認め

三。との 3植について，ちる温度及川：湿度て、似をある日

政保存した場合， j背J宅及引：浮i持続紅法て、どのくらい検出

数の減少が起としかのよL体的な指原ミ示すことが山米た。

乙の研究を指導された当科研究室の佐々学主任，林滋

生博士，実験に御協力をえた三浦昭子，前田繁氏に深語t

する次第である。
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Summary 

The present study was designed to see the e旺ects.

of the storage of fecal samples under various condi-

tions on the developments of infective larvae of 

the three main nematode parasites of humans in 

test-tube cultivations. 

1. Humidity and desiccation. Fecal 回 mples

containing eggs of Ancylostoma, N訟catoror Tri'cho-
strongylus were divided into two kinds of contai-
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ners, metal ointment cans and match boxes, and 

were preserved in chambers with relative humidities 

of lOO~b, 90.90, 75.90, and 42.9b, respectively. After 

1 to 16 days of the preservation, a part of the 

samples was put into the cultivation tubes and the 

number of larvae appeared into the bottom water 

was counted. Feces pre艶 rvedon the metal contai-

ners gave better results than those in match boxes, 

especially when the humidity was low and the 

period of preservation was long. Desiccation of 

feces under lower humidities resulted in the de-

velopments of less numbers of larvae. Among the 

three nematode species, the resistance against 

desiccation was the highest in Trichostrongylus. 

Best results were seen in samples preserved in 

metal cans under saturated humidity. 

2. Temperature. Fecal samples were taken in 

to metal cans and were preserved for different 

days under various temperatures in saturated hu-

midity, and then put into the cultivation tubes. 

The days of survival of the nematodes were the 

longest under the temperature range of 8°C to 

18°C; the decrease of the number of cultivated 

larvae by day of preservation was faster under 

25°C; under 0°C, only Triヒhostrongylus could well 

be preserved ; exposure to 10 ° C resulted in the 

destruction of the parasites’eggs. 

3. Less influences of preservation were seen in 

the direct smear or egg-floatation methods than in 

the cultivation, since the former two procedures 

did not require the survival of eggs. Preservations 

of feces under saturated humidity for the periods 
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to 16 days under the temperature range of 0°C to喝

25°C affected little influences on the egg counts, 

though exposure to 10°C caused the destruction of 

eggs: 

4. Among the three nematode species tested 

here, Neeiαtor was found to be the most sensitive 

to both high and low temperatures; Ancylostomσ 

survived for longer days under wider range of 

temperature from 0°C to 25°C; in lower range 

near 0°C, Trichostrongylus could best be preserved_ 

without causing deaths of eggs. 

5. Preservation of feces under higher tempト

ratures before cultivation resulted in tne shorten-

ings of the days for developments of infective 

larvae in the tubes. No such e旺ectswere seen 

when the samples were kept at 0°C. In general,. 

the developments of infective larvae of Tn幼 0-

strongylus are slower, take longer periods, and are 

adapted to lower temperatures than in Ancylostoma 

and Necator. 
6. In cases of large scale parasitological surveys 

by test-tube cultivation together with the routine 

methods, as have often been carried on in this 

laboratory, it has often been required to preserve 

or to ship the fecal samples for a long distance, 

taking several days before tested. Through obser--

vations discussed above, it is recommended than 

the samples are taken in metal cans as much as町

possible, and the 伺 reis taken to prevent them 

from desiccation by adding humidity. As for the 

seasons, spring and autumn with the temperature 

range of 8° to 18°C are the choice. 




